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野村DC日本株式アクティブファンド 
運用報告書(全体版) 

 
第13期（決算日2020年２月27日） 

 
作成対象期間（2019年２月28日～2020年２月27日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2006年12月28日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

野村DC日本株式アクティブファンドと実質的に同一の運用の基本方針を有する親投資信託であるノムラ・ジャパン・オープン マザー
ファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが国の株式に投資し、信託財産の成長を目
標に積極的な運用を行うことを基本とします。わが国の株式への投資にあたっては、上場株式および店頭登録銘柄の中から、株価の割
安性をベースに企業の収益性、成長性、安定性等を総合的に勘案して銘柄を選定し、投資を行うことを基本とします。なお、一部、ア
ジア諸国の株式に投資を行う場合があります。株式の実質組入比率は、原則として高位を維持することを基本とします。 

主な投資対象 
野村DC日本株式 

アクティブファンド 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、直接株式に投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします｡ 

主な投資制限 
野村DC日本株式 

アクティブファンド 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません｡ 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として繰越分を含めた利子、配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村DC日本株式アクティブファンド

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 
(東証株価指数) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

９期(2016年２月29日) 8,415 0 △15.0 1,297.85 △14.8 98.3 － 2,766 

10期(2017年２月27日) 10,132 5 20.5 1,534.00 18.2 98.3 － 3,188 

11期(2018年２月27日) 12,659 5 25.0 1,790.34 16.7 98.3 － 4,140 

12期(2019年２月27日) 11,608 5 △ 8.3 1,620.42 △ 9.5 98.4 － 3,821 

13期(2020年２月27日) 11,425 5 △ 1.5 1,568.06 △ 3.2 98.1 － 3,439 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 
(東証株価指数) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年２月27日 11,608 － 1,620.42 － 98.4 － 

２月末 11,475 △1.1 1,607.66 △0.8 98.4 － 

３月末 11,453 △1.3 1,591.64 △1.8 97.3 － 

４月末 11,796 1.6 1,617.93 △0.2 97.7 － 

５月末 10,789 △7.1 1,512.28 △6.7 96.9 － 

６月末 11,357 △2.2 1,551.14 △4.3 97.4 － 

７月末 11,574 △0.3 1,565.14 △3.4 98.4 － 

８月末 11,127 △4.1 1,511.86 △6.7 98.3 － 

９月末 11,904 2.5 1,587.80 △2.0 97.3 － 

10月末 12,484 7.5 1,667.01 2.9 97.3 － 

11月末 12,614 8.7 1,699.36 4.9 97.7 － 

12月末 12,732 9.7 1,721.36 6.2 97.9 － 

2020年１月末 12,371 6.6 1,684.44 4.0 97.9 － 

(期  末)       

2020年２月27日 11,430 △1.5 1,568.06 △3.2 98.1 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年２月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数）です。ベンチマークは、作成期首（2019年２月27日）の値が基準価額と同一となるように計

算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は1.5％の下落 

基準価額は、期首11,608円から期末11,430円（分配金込み）に178円の値下がりとなりました。 

 

①の局面（期首～'19年８月下旬） 

（下落） トランプ米大統領が対中関税の引き上げを表明したことや、中国大手通信機器メー

カーへの製品輸出を規制するなど、米中貿易摩擦の激化懸念が再燃したこと。 

（上昇） 米国のパウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長が政策金利引き下げの可能性を示

唆し、投資家のリスク選好度が高まったこと。 

（下落） トランプ米大統領が対中関税の追加発動を表明する一方、中国も米国からの輸入品へ

の関税率引き上げを発表するなど、米中貿易摩擦の更なる激化懸念が高まったこと。 

  



品 名：90001_400035_013_02_野村 DC 日本株式アクティブファンド_809540.docx 

日 時：2020/3/30 9:13:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

野村DC日本株式アクティブファンド

②の局面（'19年８月下旬～'20年１月中旬） 

（上昇） 米中通商協議が再開され、部分合意に向けて交渉が進展しているとの報道がなされた

ことなどから景気後退への懸念が和らいだこと。 

（上昇） 英国の総選挙において保守党が大勝したことでEU（欧州連合）離脱に目途が立ったこ

となどにより、株式市場の先行き不透明感が薄らいだこと。 

 

③の局面（'20年１月中旬～期末） 

（下落） 中国で発生した新型肺炎の感染拡大により、中国における経済活動の停滞が懸念され

たこと。 

（下落） 新型肺炎の感染拡大が日本をはじめ世界各国へ広がったことで、世界的な経済活動の

停滞、景気の悪化が懸念されたこと。 

 

○投資環境 

期首から４月にかけては、中国の経済指標が市場予想を上回ったことなどから景気の先行き

への懸念が和らぎ、上昇しました。 

５月に入ると、大型連休中のトランプ米大統領による対中関税引き上げ表明により、米中貿

易摩擦激化への懸念が高まり米国株式市場が下落したことや、米国企業から中国大手通信機器

メーカーへの製品輸出が規制されたことなどを受けて、国内ハイテク企業への悪影響が懸念さ

れたことなどから、国内株式市場は大きく下落しました。 

６月には、パウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長が政策金利引き下げの可能性を示唆

したことなどから米国株式市場が大きく上昇し、国内株式市場も反発しました。 

７月下旬から８月にかけては、トランプ米大統領が対中追加関税の発動を表明し、米中対立

の激化による世界的な景気減速への懸念が高まったことなどにより下落しました。 

９月から10月にかけては、米中通商協議が再開され、部分合意に向けて交渉が進展している

との報道がなされたことなどから投資家心理は改善し、国内株式市場は大きく上昇しました。 

11月下旬以降は、国内で相次ぐ自然災害からの復旧などを含めた事業規模26兆円に及ぶ経済

対策の閣議決定や、英国の総選挙において保守党が大勝し、英国のEU（欧州連合）離脱を巡る

不透明感が薄らいだことなどが好感され国内株式市場は底堅く推移しました。 

2020年１月は、米軍によるイラン軍高官の殺害をめぐり、両国の対立が激化するとの懸念か

ら下落して始まりました。下旬以降も、中国で新型肺炎の感染拡大が続いたことにより、中国

に生産拠点を持つ製造業株や、インバウンド消費関連株を中心に下落しました。 

２月中旬から期末にかけては、新型肺炎の感染拡大が日本をはじめ世界各国へ広がったこと

で、世界的な経済活動の停滞、景気の悪化が懸念され、国内株式市場は大きく下落しました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 

［野村DC日本株式アクティブファンド］ 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］を期を通じて高位に

組み入れ、実質株式組入比率は期末に98.1％としました。 

 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

株式組入比率は、期を通じて高位を維持し、期末に98.3％としました。 

 

・期中の主な動き 

特定の分野・事業領域で高い市場シェアを持つなど競争力や経営力が高く、中長期的に堅調

な業績拡大が期待できる企業に着目し、主にPER（株価収益率）などのバリュエーション指

標に基づき、中長期で割安と思われる銘柄に投資しました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

①不動産業（期首4.7％→期末8.8％、時価構成比、以下同じ） 

カーシェアリング事業の会員数増加、稼働率の上昇などにより高い利益成長が期待される

パーク24や、丸の内エリアを中心にオフィス事業が好調に推移する見通しであることに加

え、株主還元の積極化を打ち出した三菱地所などを買い付けました。 

②その他製品（0.0％→3.4％） 

中国ゲーム大手テンセント社と協業したことにより、Nintendo Switchを始めとする当社製品

の売上拡大余地が高まったと判断した任天堂や、中国におけるブランド力の向上に伴い、楽

器事業の売上拡大が続くヤマハを買い付けました。 

③その他金融業（0.7％→3.9％） 

本業であるリース事業に加え、不動産運営や投資事業などの業績貢献による着実な利益成長

が期待されるオリックスや、航空機リースなどの高収益なグローバル資産拡大による利益成

長が見込まれる三菱UFJリースなどを買い付けました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①輸送用機器（10.1％→1.5％） 

新興国経済の成長鈍化などにより、業績の停滞局面が続くいすゞ自動車、当社が高いシェア

を誇るインド自動車市場の成長余地は大きいものの、循環的な景気減速により、当面は業績

の停滞局面が続くと予想したスズキなどを売却しました。 

②サービス業（5.0％→1.6％） 

自動車業界向けの人材派遣事業が好調に推移し、株価が上昇したことで割安感が薄れたUT

グループや、世界景気の減速を受け、国内外で広告事業の収益が悪化した電通グループなど

を売却しました。 
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③建設業（3.6％→1.6％） 

マンション販売の減速により今後受注が弱含む懸念がある長谷工コーポレーションや、労務

費上昇などにより業績拡大に一巡感が出てきた九電工などを売却しました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では1.7％のプラス 

基準価額の騰落率は－1.5％となり、ベンチ

マークであるTOPIX（東証株価指数）の－3.2％

を、1.7％上回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①投資していた大陽日酸、信越化学工業、アド

バンテスト、東京海上ホールディングス、新

光電気工業などの騰落率がベンチマークを

上回ったこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪

かった銀行業、食料品などの投資比率が相対

的に低かったこと。 

 

（マイナス要因） 

①投資していたいすゞ自動車、エアトリ、サンバイオ、日本特殊陶業、マクロミルなどの騰落

率がベンチマークを下回ったこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪かった水産・農林業などの投資比率が相対的に高

かったこと。 

③ベンチマークに比べてパフォーマンスが良かった精密機器などの投資比率が相対的に低

かったこと。 
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◎分配金 

（１）今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり５円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第13期 

2019年２月28日～ 
2020年２月27日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.044％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,933  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

新型肺炎の流行が中国から世界各地へ広がりを見せる中、わが国においても生産活動をはじ

め、様々な経済活動が停滞しており、経済成長の一時的な減速は避けられない状況となってい

ます。また、新型肺炎の影響で東京五輪・パラリンピックの開催中止が危惧されるなど、将来

の見通しに関する不確実性が非常に高まっています。株式市場が上昇へ転じるには、感染拡大

が収束することで、これら先行きに対する不透明感が払しょくされる必要があると見ていま

す。依然として感染拡大の収束には時間を要することが想定されますが、各国の懸命な防疫措

置や、気温上昇により、数ヵ月以内には新型肺炎の問題は解決に向かう可能性が高く、その後

は、株価は本来の企業価値を反映した水準へ向かい、反発し始めると見ています。 

個別銘柄に関しては、インバウンド消費に関連する銘柄や、中国に生産拠点を構える銘柄は

先行して大きく下落していますが、経済活動が正常化した後には、停滞した需要の反動増や、

工場の稼働率の急上昇が見込まれます。当面の銘柄選択においては、こうした先行して大きく

下落した銘柄を中心に、中長期的な視点から企業の実力を改めて評価し、割安感が強まったと

判断した銘柄の組入れを進めていく方針です。 

当ファンドでは引き続き、業界内で高いシェアを持ち、堅調な業績拡大が見込める銘柄を、

割安なタイミングで組み入れていくという基本戦略に基づき、TOPIXを上回るリターンを目指

します。 

 

［野村DC日本株式アクティブファンド］ 

当ファンドは引き続き第14期の運用に入ります。 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］の組み入れを高位に

維持して、基準価額の向上に努めます。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年２月28日～2020年２月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 112  0.951  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 94)  (0.798)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (  8)  (0.066)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 10)  (0.088)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 18   0.153   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 18)  (0.153)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 130   1.107    

期中の平均基準価額は、11,806円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年２月28日～2020年２月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 223,613 420,800 418,630 807,200 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年２月28日～2020年２月27日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 201,437,379千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 71,690,832千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.80   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年２月28日～2020年２月27日) 

 

＜野村DC日本株式アクティブファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 102,332 21,895 21.4 99,105 18,658 18.8 

平均保有割合 5.1%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 5,778千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1,137千円 

（B）／（A） 19.7％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2020年２月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 2,056,339 1,861,321 3,432,090 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2020年２月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 3,432,090 98.5 

コール・ローン等、その他 51,842 1.5 

投資信託財産総額 3,483,932 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 



品 名：90001_400035_013_02_野村 DC 日本株式アクティブファンド_809540.docx 

日 時：2020/3/30 9:13:00 

ページ：12 

 

－ 12 － 

野村DC日本株式アクティブファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年２月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,483,932,102   

 コール・ローン等 44,341,298   

 ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド(評価額) 3,432,090,804   

 未収入金 7,500,000   

(B) 負債 44,761,564   

 未払収益分配金 1,505,128   

 未払解約金 24,843,288   

 未払信託報酬 18,349,545   

 未払利息 23   

 その他未払費用 63,580   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,439,170,538   

 元本 3,010,257,515   

 次期繰越損益金 428,913,023   

(D) 受益権総口数 3,010,257,515口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,425円 
 

（注）期首元本額は 3,292,069,976 円、期中追加設定元本額は

691,577,494円、期中一部解約元本額は973,389,955円、１口当た

り純資産額は1.1425円です。 
 

○損益の状況 (2019年２月28日～2020年２月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        7,464   

 支払利息 △        7,464   

(B) 有価証券売買損益 △   36,332,165   

 売買益 41,850,027   

 売買損 △   78,182,192   

(C) 信託報酬等 △   35,684,298   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   72,023,927   

(E) 前期繰越損益金 371,592,274   

(F) 追加信託差損益金 130,849,804   

 (配当等相当額) (  1,122,253,090)  

 (売買損益相当額) (△  991,403,286)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 430,418,151   

(H) 収益分配金 △    1,505,128   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 428,913,023   

 追加信託差損益金 130,849,804   

 (配当等相当額) (  1,123,562,371)  

 (売買損益相当額) (△  992,712,567)  

 分配準備積立金 662,531,118   

 繰越損益金 △  364,467,899   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2019年２月28日～2020年２月27日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2019年２月28日～ 
2020年２月27日 

a. 配当等収益(経費控除後) 49,720,520円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,123,562,371円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 614,315,726円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,787,598,617円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,938円 

g. 分配金 1,505,128円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
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○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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